
・令和２年３月定例議会が閉会。令和２年度がスタートしました。
・写真で報告！たはら亮の令和２年１～３月を切り取って紹介します。
・一般質問特集！コミュニティスクールの現状と課題を取り上げました。
・囲碁初段の長女と脚付碁盤で真剣勝負！ホッと一息な記事ですｗ
◆たはら亮公式Ｆａｃｅｂｏｏｋからも情報発信中！是非アクセスを！◆

本号ひとことダイジェスト！
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令和２年３月定例議会が閉会。令和２年度がスタートしました。
〇新型ウィルス感染拡大防止のため、議会日程を変更して審査を行いました。

連日更新される様々な情報を整理しながら、新型コロナウィルス感染拡大防止を
踏まえ、同会派議員とも協力しつつ多くの要望に対応をしている日々です。

このような中、感染拡大防止の瀬戸際と言われた１～２週間を乗り切るため、議会
日程を大幅に変更し、委員会や一般質問の予定を後送りにする運営となりました。
昼夜対応に追われる市職員の時間の確保、そしてクラスターをなるべく減らし、職員
の感染による行政機能の麻痺を回避することを最優先としたものです。

この非常事態とも言える状況の中、令和２年度一般会計予算を中心とした６本の
予算議案、当該年度の補正に関する議案４本、そして条例改正や市道認定等を含
む１７本、計２７議案が審議され、全ての議案が可決承認されたことを報告します。

新たに取り組む１２の新事業、内容を拡充する１１事業の他、計画の策定や建設・
修繕等に係る多くの事業が進みます。既に延期が決定した東京オリンピック・パラリ
ンピック大会関連予算も可決され、今後の動きを注視しつつ臨機応変に対応します。

このＲｅｐｏｒｔは個人の政治活動発信が中心なので、残念ながら紙面が足りません。
新年度予算の詳細は、広報４月号「施政方針」、５月号「予算概要」をご覧ください。

写真で報告！たはら亮の令和２年１～３月を切り取って紹介します。

令和２年４月１日発行（発行責任者・阿部真介）



お名前 電話番号ご住所

このＲｅｐｏｒｔの定期発送、各種ご案内をさせていただきますので、是非ご登録をお願いします。

後援会事務所〒３５１‐０００５朝霞市根岸台２‐５‐２５☏０４８‐４６５‐８２３６📠０４８‐４６５‐８２３７

たはら亮後援会応援サポーターを募集しています！

〇前回途中ですっ飛ばしちゃった質問…。今回は再トライです。

昼夜対応に追われる市職員の皆様が、必要な時間を確保できる
よう、我が輝政会では僕を除く全ての議員が質問を取り下げました。
たはら亮は、前回の定例議会において途中すっ飛ばしたコミュニ
ティスクールのテーマについて、新年度を見据えた議論をしたいと
相談し、同会派議員のお許しを得て登壇させていただきました。

コミュニティスクールとは、学校運営協議会を設置し、保護者や地
域の方々が学校の教育目標やビジョンを共有すると共に、校長の
求めによらず意見を述べることができる「合議制」の仕組みです。
保護者や地域の方々が学校運営に一定の権限を持つことになりま
すが、僕はこのコミュニティスクールに期待をしている立場です。

囲碁初段の長女と脚付碁盤で真剣勝負ｗ
〇お師匠様の形見分けで頂戴した宝物の脚付碁盤で、長女とガチンコ対局。

当Ｒｅｐｏｒｔ創刊号となるVｏｌ.01で、囲碁と
の出会いを紹介しました。ホームページに
全号を掲載していますのでチェケラ♪

長女は囲碁初段の腕前。しかしまだまだ
負ける訳にはいきません。長女の退院祝い
で久々に外食した流れで、これまた久々に
父娘での対局となりました。隣では、いつの
間にかチビ達がオセロの真剣勝負ｗ

この脚付碁盤は、ケアマネジャーとして担当していた方の形見として残され
ていたもので、ひょんなことから娘さんより譲り受けたものです。デイサービス
利用時に「囲碁を教えてください！」と、定期的に通ったことを思い出します。

五目並べすら知らなかった僕に囲碁を教えてくれたのは、認知症の状態に
ある沢山の先輩方。囲碁を打つとお師匠様たちの笑顔が思い浮かびます^^

田原亮 昭和５１年３月９日生

平成１６年より朝霞市内で独立
型ケアマネジャー事務所を開設、
平成２１年からは行政書士・社会
福祉士「ゆい生活法務事務所」を
運営し、民事法務や企業法務を中
心に、地元で日々奮闘中です。

高１、小５、年長の３人の父親と
して朝霞第二小学校ＰＴＡに参加
すると共に、東町内会では役員と
して地域活動に取り組んでいます。

その他、朝霞市商工会理事、朝
霞自衛隊協力会青年部会など多
方面で活動している他、令和元年
度朝霞市議会議員一般選挙にて
二期目の当選を果たしました。

一般質問特集！コミュニティスクールの現状と課題を取り上げました。
〇新年度は二小、五小、九小の三校が導入。より良い姿へ提言！

学校運営協議会のあるべき姿、期待されている役割を十分に発
揮するためには、学校任せでは限界があります。導入校が少ない
今のうちに、十分な熟議を行えるよう支援し、実績を積むことが大
事だと訴え、教育委員会による能動的な関わりを強く求めました。

まずはやってみる！ことが何より大事です。必ずや委員のワクワ
ク感につながり、当事者意識を醸成します。子供達のより良い教育
環境のため、コミュニティスクールが本来求められている最良の姿
に近づくよう、これからも注視し意見交換を重ねたいと思います。

今回の一般質問については、たはら亮公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページにも
動画と共にアップしてあります。どうぞご覧いただければ幸いです。


